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それではご覧ください



時間的展望研究の魅⼒を語る
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中央⼤学名誉教授



(1)私たちの⽣きている時間
• 物理的な時間：時計で測ることのできる時間

過去 → 現在 → 未来

• ⼼理的な時間：私たちの⼼の中にある時間

過去 現在 未来
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過去の出来事を
思い出す

未来の出来事を
想像する



(2)⼼理的時間を研究する
• 時間的展望（time perspective）

• ある⼀定の時点における個⼈の⼼理学
的未来および⼼理学的過去についての
⾒解の総体(Lewin, 1979）

• 時間的展望の研究の流れ
• 1950〜80年
• 認知：extension（⻑さ） どれぐらい

先のことまで思い浮かべているか
• 感情：⾃分の未来が明るいか、暗いか

• 1980年以降
• 社会⼼理学のgoal研究が出現

3



(3)時間的展望研究の源流
• 世界⼤恐慌に⾄る社会的背景

• 第⼀次世界⼤戦（1914年7⽉28⽇〜1918年11⽉11⽇）
• スペインかぜ（1918〜1919年）
• 狂騒の20年代（Roaring Twenties）：繁栄のアメリカ（1920

年代）
• ニューヨーク証券取引所での株価⼤暴落（1929年10⽉24⽇：

暗⿊の⽊曜⽇）
• 世界⼤恐慌が与えた影響

• 未来への希望を失った⻘年
(Israeli,1930/31）

• ⼤量の失業者
私は３つの商売を知っている。
３つの⾔葉が話せる。
３年間戦場にいた。
３⼈の⼦どもを抱え、
３ヶ⽉失業している。
１つでいいから仕事がほしい。 4



(4)私の時間的展望研究
• 時間的展望の構造（都筑, 1999）

• 認知的側⾯
• 感情的側⾯
• 欲求・動機的側⾯
• 基礎的認知能⼒

• ⾃分にとって重要な⽬標
（成し遂げたいという願い）
• 計画性や時間管理の能⼒
（⽬標達成⾏動を下⽀える⼒）

5

欲求・
動機

認知 感情

基礎的認知能⼒



(5)時間的展望研究の可能性と
限界
• 時間的展望研究が仮定する⼈間像

• 合理的に⾏動する⼈間
⽬標設定→⾏動→結果のフィードバック→⽬標修正→⾏動

→結果のフィードバック→ ・・・
• 未来に対して積極的な希望を持つ⼈間

• 希望とは何か
• 「希」にしか叶わない「望み」
• たとえ叶わなくとも、未来に向かう

姿勢・態度。淡い期待、微かな期待、
⼀縷の望み。

•
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